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ルドルフ・シュタイナー
Rudolf Steiner, 1861~1925

オーストリアに生まれた。自らの思想をアントロポゾフィー

（人智学）と名づけ、その思想は科学、芸術、教育、宗教、医療、

農業などあらゆる分野で具体的実践となり多くの業績を残した。

芸術においては1910年に自ら創作した最初の神秘劇が上演さ

れ、オイリュトミーと言語造形がほぼ同時期に生まれている。

その後半生、マリー・シュタイナーとともにオイリュトミーの

発展に大変力を注いだ。
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最初に、音楽のオイリュトミーとオイリュトミー全般の内面化のために、ひとつ

の刺激があるべきです。……………私たちは、今はまだ始まりであるものを次第

に先へと導いていくことができるのです。

＊

音楽は、言葉において意味となっているものを表現するのではなく、音の動きそ

のものの中にある霊的なものを表現します。そしてそれ故、音の動きが真の意味

で極めて内的に表現しているもの、そのようなものに特別注意を向けるというこ

とが、オイリュトミストにとってとりわけ重要になるのです。

………………作曲家は決して意図なくして不協和音を使ったりはしません。また

不協和音のない音楽は内的に動くものがないことになりますから、本当のところ

音楽ではありません。不協和音と協和音で体験されることの中に、言葉で言い表

せる以上に、宇宙の神秘に歩み寄っていくものが姿を現わしてくるのです。

（本書講義録よりの抜粋）
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